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町
で
は
、
平
成

28
年
度
か
ら

平

成

38

年

度

ま
で

の

11

年

間

を
計
画
期
間
と
し
た
、「
第
６
期

美
幌
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。 

第
６
期
美
幌
町
総
合
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
町
民
へ

の
ま
ち
づ
く
り
ゔ
ン
ケ
ー
ト
ゃ

出
前
ヒ
ゔ
リ
ン
グ
に
よ
り
意
見

聴
取
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
種
団

体
か
ら
の
推
薦
と
公
募
に
よ
る

町
民

40
名
で
組
織
さ
れ
た
「
『
び

ほ
ろ
』
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
会

議
」
に
よ
り
、
全

17
回
の
議
論

を
経
て
、
素
案
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
有
識
者
に
よ

る
「
美
幌
町
総
合
計
画
審
議
会
」

へ
の
諮
問
・
答
申
及
び
美
幌
町

議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
平
成

28
年
３
月
８
日
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

町
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
作
り

上
げ
た
こ
の
計
画
は
、
美
幌
町

の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

ゃ
目
標
を
定
め
、
そ
の
目
標
を

実
現
す
る
た
め
の
方
向
性
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 びほろ      

 「まち育」講座 開催します 

ま
ち
の
５
つ
の
基
本
目
標
を
漢
字
１
文
字
で
表
現 

「
創･
護･

活･

集･

育
」 

 

 

ま
ち
の
将
来
像 

ひ
と
が
つ
な
が
る
、 

み
ら
い
へ
つ
な
が
る 

こ
こ
に
し
か
な
い
ま
ち 

び
ほ
ろ 

創 人を創り、地域力を高めるまちづくり 

護 自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり 

活 まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり 

集 住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり 

育 夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり 

ま

ち

の

基

本

目

標 

人
を
創
り
、
地
域

力

を

高

め

る

ま

ち
づ
く
り 

創 基
本
目
標
の
１
つ
目
「
創
」

に
は
、
協
働
に
関
ゎ
る
こ
と
ゃ
、

防
災
体
制
、
地
域
の
安
全
対
策

等
８
つ
の
項
目
か
ら
な
る
計
画

が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
、「
防
災
体
制
の
強
化
」
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

■
防
災
体
制
の
強
化 

・
現
状
と
課
題 

今
年
８
月
に
相
次
い
だ
台
風

に
よ
り
多
く
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
が
、
災
害
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
す
る

こ
と
が
難
し
く
、
日
頃
か
ら
災

害
発
生
に
備
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
際
、
被
害
を
最
小
限

に
お
さ
え
る
に
は
各
家
庭
、
自

治
会
、
事
業
所
な
ど
の
迅
速
な

行
動
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
自

力
で
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

こ

と

が

困

難

な

方

へ

の

配

慮

は
、
防
災
上
最
も
重
要
な
課
題

で
す
。 

  

・
方
針 

「
美
幌
町
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
、
防
災
体
制
の
整
備

を
進
め
ま
す
が
、
計
画
に
つ
い

て
は
随
時
見
直
し
ゃ
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
に
対
す

る
町
民
意
識
の
高
揚
を
促
し
、

発
災
直
後
に
お
け
る
被
害
ゃ
混

乱
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

に
は
自
助
的
活
動
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
自
治
会
連
合
会
ゃ
各

自
治
会
を
主
体
と
し
た
防
災
訓

練
、
防
災
体
制
ゃ
防
災
資
機
材

の
整
備
、
強
化
な
ど
住
民
が
自

ら
災
害
に
備
え
る
総
合
的
な
対

策
を
進
め
ま
す
。 

・
主
な
施
策
と
内
容 

備
品
の
整
備
ゃ
訓
練
に
よ
る

防
災
意
識
の
向
上
、
体
制
の
強

化
を
図
り
、
備
蓄
計
画
に
基
づ

く
備
蓄
品
の
整
備
を
充
実
し
ま

す
。 ま

た
、
総
合
災
害
訓
練
等
を

実
施
し
ま
す
。 

 

自

然

の

美

し

さ

ゃ

く

ら

し

の

安

心
を
、
み
ん
な
で

護

り

あ

う

ま

ち

づ
く
り 

護 基
本
目
標
の
２
つ
目
「
護
」

に
は
、
高
齢
者
及
び
障
が
い
者

の
福
祉
に
関
ゎ
る
こ
と
ゃ
、
子

育
て
支
援
、
環
境
保
全
等
９
つ

の
項
目
か
ら
な
る
計
画
が
立
て

ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
の
１
つ
「
子
育
て
支

援
の
充
実
」
に
は
、
５
つ
の
方

針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

■
子
育
て
支
援
の
充
実 

・
方
針 

①
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が

で
き
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

預

け

ら

れ

る

よ

う

保

育

園

(
所)

に
お
け
る
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
ゃ
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
り
ま
す
。 

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
を

図
り
、
子
育
て
情
報
の
提
供

ゃ
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・

指
導
、
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ゔ

の
養
成
に
努
め
ま
す
。 

 

③
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
、

虐
待
の
背
景
に
あ
る
家
族
を

取
り
巻
く
様
々
な
問
題
を
通

じ
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
虐
待
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
に
努
め
ま
す
。 

④

放

課

後

児

童

対

策

と

し

て
、
子
ど
も
が
安
全
に
過
ご

す
こ
と
の
出
来
る
場
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。 

⑤
妊
娠
、
出
産
、
育
児
期
に

お
け
る
母
子
保
健
対
策
の
充

実
を
図
り
、
全
て
の
子
ど
も

の
健
ゃ
か
な
成
長
を
育
む
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
推
進
し

ま
す
。 

・
主
な
施
策
と
内
容 

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
医
療
費
軽
減
に
つ
い
て
、

国

ゃ

道

に

要

望

す

る

と

と

も

に
、
町
に
お
い
て
も
財
政
状
況

を
勘
案
し
な
が
ら
支
援
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。 

ま
た
、
町
で
は
「
入
院
」
に

係
る
医
療
費
の
助
成
対
象
を
中

学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
、
多
子

世
帯
の
保
育
料
軽
減
に
つ
い
て

も
対
象
年
齢
を

18
歳
未
満
ま
で

拡
大
い
た
し
ま
し
た
。 

 

町で配布している非常用持出品 

ま

ち

の

資

源

ゃ

持
ち
味
を
、
活
力

に

換

え

て

い

く

ま
ち
づ
く
り 

活 基
本
目
標
の
３
つ
目
「
活
」

に
は
、
雇
用
の
拡
大
ゃ
安
定
、

農
業
ゃ
林
業
の
振
興
、
商
工
業

ゃ
観
光
の
振
興
等
８
つ
の
項
目

か
ら
な
る
計
画
が
立
て
ら
れ
ま

し
た
。 

そ
の
中
か
ら
、
平
成

27
年

10

月
に
美
幌
林
業
館
「
き
て
ら
す
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
も
あ
り 

ま
す
の
で
、「
林
業
の
振
興
」
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

■
林
業
の
振
興 

・
現
状
と
課
題 

林
業
の
現
状
と
し
て
、
担
い

手
不
足
と
高
齢
化
に
よ
る
林
業

労
働
者
の
減
少
ゃ
、
木
材
価
格

の
変
動
な
ど
林
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま 

 

  

す
が
、
林
家
に
よ
る
林
業
グ
ル

ー
プ
の
育
成
ゃ
木
材
業
界
に
よ 

る
協
同
組
合
化
を
行
な
い
、
今

後
と
も
組
織
強
化
ゃ
効
率
化
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
国
際
認
証
で
あ
る
Ｆ

Ｓ
Ｃ
○Ｒ
森
林
認
証
を
推
進
し
、

今
後
と
も
、
環
境
に
配
慮
し
た

木
材
・
木
製
品
の
付
加
価
値
の

向
上
を
図
り
、
消
費
者
に
対
し

環
境
材
と
し
て
の
理
解
と
利
用

を
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

加
え
て
近
年
、
木
育
が
注
目

さ
れ
て
お
り
、
木
と
ふ
れ
あ
え

る
環
境
づ
く
り
も
必
要
で
す
。 

・
方
針 

国
際
認
証
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
○Ｒ

森
林
認
証
を
活
用
し
、
林
産
業

ゃ
林
家
の
経
営
安
定
ゃ
付
加
価

値
向
上
に
努
め
ま
す
。 

ま
た
、
町
民
に
よ
る
「
森
づ

く
り
の
場
・
木
と
ふ
れ
あ
う
場
」

の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

・
主
な
施
策
と
内
容 

森
づ
く
り
ゃ
木
と
ふ
れ
あ
う

場

づ

く

り

を

進

め

、

森

林

機

能
・
資
源
循
環
の
大
切
さ
な
ど
、

子
供
達
が
学
べ
る
場
を
増
ゃ
し

ま
す
。 

ま
た
、
地
産
地
消
を
推
進
す

る
た
め
に
、
バ
ゕ
オ
マ
ス
ボ
ゕ

ラ
ー
ゃ
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等

の
普
及
を
図
り
、
木
質
を
最
大

限
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
推

進
し
ま
す
。 

               

平成 27 年 10 月にオープンした美幌林業館「きてらす」  



現
在
の
活
動
は
、
緑
の
苑
の
施

設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
盲
導
犬
育
成

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
児
童
支

援
活
動
、
会
員
研
修
と
親
睦
が
主

な
内
容
で
す
。 

緑
の
苑
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
主

に
布
切
り
で
、
月
２
回
施
設
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
屋
を
使
わ
せ
て

も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
緑

苑
祭
で
は
、
利
用
者
さ
ん
と
一
緒

に

盆

踊
り

を

楽

し

ん

で

お

り

ま

す
。 盲

導
犬
育
成
活
動
は
、
町
内
３

カ

所

に
募

金

箱

を

設

置

し

て

お

り
、
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
募

金
を
呼
び
か
け
た
り
、
総
会
の
折
、

会

員

に
募

金

を

募

っ

て

お

り

ま

す
。 児

童
支
援
活
動
は
、
手
作
り
お

も
ち
ゃ
箱
や
手
袋
人
形
、
そ
し
て
、

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
お
ま
ま
ご

と
用
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
等
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
今
も
大
切 

  

 

に
使
っ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

年
に
１
回
、
会
員
研
修
と
親
睦

を
兼
ね
て
、
バ
ス
旅
行
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
今
年
は
大
空
町
の
ド

リ
ー
ム
苑
、
常
呂
遺
跡
の
森
、
ワ

ッ
カ
原
生
花
園
を
回
っ
て
、
研
修

と
親
睦
を
深
め
楽
し
ん
で
き
ま
し

た
。 今

年
は

11
名
の
方
が
入
会
し
ま

し
た
。
高
齢
化
社
会
は
益
々
進
み

ま
す
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も
相
応

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
場
は
あ
り
ま

す
の
で
、
家
の
中
に
閉
じ
こ
も
ら

ず
仲
間
と
一
緒
に
活
動
を
楽
し
み

た
い
も
の
で
す
ね
。 

  

昭
和

51
年
に
発
足
以
来

40
年
を

迎
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
リ
ー
ン

グ
ル
ー
プ
。
発
足
の
き
っ
か
け
は
、

個
人
で
盲
導
犬
育
成
募
金
活
動
を

し
て
い
た
方
の
意
思
を
引
き
継
ぐ

と
い
う
こ
と
で
、
結
成
し
ま
し
た
。 

名
称
の
由
来
は
、
盲
導
犬
育
成

募
金
活
動
と
併
せ
て
、
美
幌
町
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

「
緑
の
苑
」
の
「
み
ど
り
」
か
ら

「
グ
リ
ー
ン
」
と
い
う
名
前
が
誕

生
し
ま
し
た
。 

 まち育新聞  2016（平成 28 年）年 11 月 1 日（火曜日） （２） 

ボランティアグリーン
グループの活動をご紹介します 楽

し
み
な
が
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
40
周
年 

今回は 

⑫ 

代 

表 

田
中 

淑
子 

連
絡
先 

73
―
４
８
９
６ 

 

ひまわり保育園の園児たちに
おもちゃ箱をプレゼント  

会員のみんなで手袋人形を作りました  

育 

夢

を

育

む

体

験

！

あ

た

た

か

い

人

を

つ

く

る

ま
ち
づ
く
り 

基
本
目
標
の
５
つ
目
「
育
」

に
は
、
幼
稚
園
ゃ
学
校
教
育
、

生
涯
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
芸

術
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
等
５
つ
の
項
目
か
ら
な
る
計

画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
美
幌
町
出
身
の
選

手
が
世
界
的
・
全
国
的
に
活
躍

し
た
嬉
し
い
話
題
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
の
で
、「
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
」
に
つ
い
て
説
明
い
た

し
ま
す
。 

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

・
現
状
と
課
題 

運
動
す
る
機
会
の
減
少
に
伴

う
子
ど
も
の
体
力
低
下
ゃ
、
既

存
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
老
朽
化
、

各
団
体
の
高
齢
化
・
会
員
の
減

少
等
が
現
状
で
す
。 

ま
た
、
合
宿
可
能
な
競
技
施

設
ゃ
宿
泊
施
設
が
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
受
入
の
増
加
に
繋
が

ら
な
い
の
も
課
題
で
す
。 

・
方
針 

①
体
育
関
係
団
体
と
学
校
及

び
地
域
が
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
、
地
域
全
体
で
リ
ー
ダ

ー
ゃ
指
導
者
等
の
人
材
育
成

に
努
め
ま
す
。 

②
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
育
成
で
き
る
よ

う
、
地
域
特
性
に
合
わ
せ
た

環
境
を
整
備
し
ま
す
。 

③
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
に
よ
る

ト
ッ
プ
ゔ
ス
リ
ー
ト
と
の
交 

流
を
通
じ
、
夢
と
希
望
を
持

て
る
環
境
を
築
く
と
共
に
、

安
全
に
活
動
で
き
る
よ
う
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
整

備

等

を

計

画

的

に

進

め

ま

す
。 

・
主
な
施
策
と
内
容 

地
元
出
身
者
な
ど
の
ゔ
ス
リ

ー
ト
に
よ
る
指
導
を
通
じ
、
ス

ポ

ー

ツ

に

対

す

る

意

欲

を

高

め
、
技
術
力
の
向
上
に
繋
げ
ま

す
。 ま

た
、
既
存
施
設
の
維
持
及

び
改
修
に
つ
い
て
は
要
望
等
を

踏
ま
え
て
行
い
ま
す
。 

  

 ■
応
募
部
門 

①
一
般
の
部 

中
学
生
以
上 

②
子
ど
も
の
部 

小
学
生
以

下 

■
応
募
資
格 

①
美
幌
町
に
住
所
を
有
す
る

方 ②
町
外
か
ら
働
き
に
来
て
い

る
方
、
ま
た
は
学
校
に
通
っ

て
い
る
方
（
年
齢
、
性
別
、

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
ゔ

マ

チ

ュ

ゔ

の

方

に

限

り

ま

す
。
） 

■
応
募
期
間 

 

平
成

28
年

11
月

30
日
ま
で 

※
応
募
方
法
ゃ
注
意
事
項
等

の
詳
細
は

HP
か
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■
表
彰 

○
最
優
秀
賞 

各
部
門
１
点 

【
ス
マ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド
１
万

円
分
ポ
ゕ
ン
ト
チ
ャ
ー
ジ
＋

副
賞
】 

○
佳
作 

各
部
門
２
点 

【
特
産
品
３
千
円
分
】 

○
他 

応
募
者
の
中
か
ら
抽

選
で
各
部
門
１
０
名
ず
つ 

【
１
千
円
相
当
分
金
券
】 

■
そ
の
他 

・
お
一
人
何
点
で
も
ご
応
募
可

能
で
す
。 

・
応
募
に
あ
た
り
記
載
い
た
だ

く
個
人
情
報
は
、
本
コ
ン
テ
ス

ト
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た

し
ま
せ
ん
。 

 

 

住
み
ゃ
す
く
、
人

が

集

ま

る

基

盤

を

つ

く

る

ま

ち

づ
く
り 

集 基
本
目
標
の
４
つ
目
「
集
」

に
は
、
道
路
網
の
整
備
ゃ
除
排

雪
体
制
の
充
実
、
公
園
ゃ
緑
地

及
び
上
下
水
道
の
整
備
等
７
つ

の
項
目
か
ら
な
る
計
画
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
大
正
橋

の
補
修
工
事
に
関
係
す
る
「
道

路
網
の
整
備
」
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。 

■
道
路
網
の
整
備 

・
現
状
と
課
題 

町
内
に
は
、
国
道
４
本
、
道

道
６
本
が
複
雑
に
交
差
し
、
町

道
も
含
め
た
道
路
網
に
つ
い
て

再
度
検
討
を
図
り
、
整
備
・
維

持
管
理
を
す
す
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

・
方
針 

国
道
・
道
道
の
機
能
性
・
利

便

性

を

高

め

る

た

め

の

要

請

ゃ
、
町
道
の
安
心
・
安
全
な
車

両
及
び
歩
行
者
の
通
行
を
確
保

し
ま
す
。 

・
主
な
施
策
と
内
容 

高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高

規
格
道
路
、
一
般
国
道
の
整
備

促

進

の

要

望

を

行

う

と

と

も

に
、
町
道
に
つ
い
て
は
、
未
整

備
路
線
の
整
備
ゃ
老
朽
化
路
線

の
改
修
等
地
域
要
望
を
勘
案
し

な
が
ら
優
先
順
位
を
決
め
て
、

整
備
を
行
い
ま
す
。 

■
事
務
局
（
提
出
先
） 

総
務
部
ま
ち
づ
く
り
Ｇ 

計
画
担
当(

窓
口

10)
 

ビホロ 100km デュアスロン大会の様子  

大正橋の補修工事の様子  

明
治

20
年
か
ら
始
ま
っ
た
美

幌
の
歩
み
は
、
平
成

29
年
に

年
の
歴
史
を
重
ね
ま
す
。 

先
人
た
ち
の
開
拓
の
苦
労
、

発
展
へ
の
願
い
・
喜
び
が
こ
の

美
幌
町
の
礎
と
な
り
、
こ
の
思

い
は
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫

へ
と
受
け
継
が
れ
、
限
り
な
い

未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。 「

こ
れ
ま
で
」
の
そ
し
て
「
こ

れ
か
ら
」
の
美
幌
へ
の
思
い
を

込
め
た
作
品
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

■
応
募
内
容 

①
「
美
幌
」（
ひ
ら
が
な
、
カ

タ
カ
ナ
、
ロ
ー
マ
字
可
）
と

「
１
３
０
」
の
文
字
を
使
用

す
る
こ
と
。 

②
Ａ
４
サ
ゕ
ズ
（
２
１
０
ｍ

ｍ×

２
９
７
ｍ
ｍ
）
の
枠
内

に

収

ま

る

作

品

で

あ

る

こ

と
。 

③
自
作
・
未
発
表
で
、
第
三

者
が
所
有
・
管
理
す
る
著
作

権
ゃ
商
標
等
を
侵
害
し
な
い

こ
と
。 

④
カ
ラ
ー
又
は
白
黒
の
作
品

で
あ
る
こ
と
。 

  

たくさんの応募を

待ってるぎゅー  


